
別表１

ｺｰﾄﾞ 資　格　区　分
必要経験
年数 ※1

001  法第７条第２号イ該当 ※２
002  法第７条第２号ロ該当 10年
003  法第１５条第２号ハ該当（同号イと同等以上）（大臣認定者）

004  法第１５条第２号ハ該当（同号ロと同等以上）（大臣認定者）

111  １級建設機械施工技士

212  ２級建設機械施工技士（第１種～第６種）

113  １級土木施工管理技士

11H  １級土木施工管理技士補

214  ２級土木施工管理技士（土木）

21J  ２級土木施工管理技士（土木）補

215  ２級土木施工管理技士（鋼構造物塗装）

21K  ２級土木施工管理技士（鋼構造物塗装）補

216  ２級土木施工管理技士（薬液注入）

21L  ２級土木施工管理技士（薬液注入）補

120  １級建築施工管理技士

12C  １級建築施工管理技士補

221  ２級建築施工管理技士（建築）

222  ２級建築施工管理技士（躯体）

223  ２級建築施工管理技士（仕上げ）

22D  ２級建築施工管理技士補

127  １級電気工事施工管理技士

12E  １級電気工事施工管理技士補

228  ２級電気工事施工管理技士

22F  ２級電気工事施工管理技士補

129  １級管工事施工管理技士

12G  １級管工事施工管理技士補

230  ２級管工事施工管理技士

23A  ２級管工事施工管理技士補

133  １級造園施工管理技士

13D  １級造園施工管理技士補

234  ２級造園施工管理技士

23E  ２級造園施工管理技士補

137  １級建築士

238  ２級建築士

239  木造建築士

141  建設・総合技術監理（建設）

142  建設「鋼構造及びコンクリート」・総合技術監理（建設「鋼構造及びコンクリート」）

143  農業「農業土木」・総合技術監理（農業「農業土木」）

144  電気電子・総合技術監理（電気・電子）

145  機械・総合技術監理（機械）

146  機械「流体工学」又は「熱工学」・総合技術監理（機械「流体工学」又は「熱工学」）

147  上下水道・総合技術監理（上下水道）

148  上下水道「上水道及び工業用水道」・総合技術監理（上下水道「上水道及び工業用水道」）

149  水産「水産土木」・総合技術監理（水産「水産土木」）

150  森林「林業」・総合技術監理（森林「林業」）

151  森林「森林土木」・総合技術監理（森林「森林土木」）

152  衛生工学・総合技術監理（衛生工学）

153  衛生工学「水質管理」・総合技術監理（衛生工学「水質管理」）

154  衛生工学「廃棄物管理」・総合技術監理（衛生工学「廃棄物管理」）

155  第１種電気工事士

256  第２種電気工事士 3年
電気事業法 258  電気主任技術者（第１種～第３種） 5年

電気通信事業法 259  電気通信主任技術者 5年
水道法 265  給水装置工事主任技術者 1年

168  甲種消防設備士

169  乙種消防設備士

301  河川、砂防及び海岸・海洋部門

302  港湾及び空港部門

303  電力土木部門

304  道路部門

305  鉄道部門

306  上水道及び工業用水道部門

307  下水道部門

308  農業土木部門

309  森林土木部門

310  造園部門

311  都市計画及び地方計画部門

312  地質部門

313  土質及び基礎部門

314  鋼構造及びコンクリート部門

315  トンネル部門

316  施工計画、施工設備及び積算部門

317  建設環境部門

318  機械部門

319  水産土木部門

320  電気電子部門

321  廃棄物部門

322  建設情報部門

● 注意事項

 ※１　必要経験年数欄に「年数」が記載されている資格は、取得後に当該年数の実務経験が必要です。
 ※２　指定学科卒業後３年、又は５年の実務経験が必要です。
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資格制度

技術職員有資格区分コード表

消防法

電気工事士法

建設業法

建築士法

技術士法


